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凋
郵
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海
月
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圃
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日
競
得
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叢

家
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・
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気
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整

理

を
論

ず

・
…

:

・

研

究

へ
、
曳
鴫
)

・臨
監
去
勢
,ゆ
…
馴
削
」
一
四か

4
些
フ
智

図

嚢

0
.州
コ
酒

肇

ε

尾

「
、、!,
一
」
4
耀

指

数

吟
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準
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.
・

清

算
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場

取

引

の

二

形

式

に

就

L

十

九

世

紀

末

の

国

際

農

業

恐

慌

一

猫

逸

大

銀

行

ご

中

小

工

業

金

融

一

処
覗

軸
兜

再

び

育

子

教

論

書

に

つ

い

て

・
・

景

気

攣

動

の

鯉
献
翻
ド

イ
ツ

の

失

業

中

世

の

都

市

財

政

.

.

.
・
.
.
・

附

録

新

着

外
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経

濟

雑

誌
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中

世

の

都
・市

財

政

魑
明

目

大

谷

政

敬

最
近

に
於
け

る
憲

法

の
研
究

及
び
駐
會
史

的
探
究

の
成

果

は
、

近
世
国

家

が
、

「
の
先

騙

者
を
有

し

て
居

た
と

い
ふ
見
解

に
力

慣

く
吾

人
を
導

く

も

の
で
あ

る
。

こ

の
先

駆
者

ば
、
近
世
國

家

F
一
㍊

一喜
匿
攻

堕
冒
)
ア'
p
」
)
1
)
)

.'
一『
蛋
ρ
-地
ゴ
ド

【
一■」=
)
、

1

)

一

脈
h匹
孝
た
摺
穆

¢
多

く
σ
、型

び
.壱
直
ロ
旅
誕
月
曜し
マ
日
㌍
ぴ
ノ

[L⊥
!
・
こ

の
先

駆
者

の
原
型

中

に
は
生
成

過
程
中

の
近
代
国
家

が

、
種

々

様

々
に
意
識

せ
ら

れ
て
居

る
、
そ

の
先

駆
者

と

い
ふ
の
は
中
世

及
び
近
世

初
頭

の
漱
.洲
都
市

で
あ
る
。

こ
の
都
市

に
於

て
は

.

封
建
的

且

つ
族
長

的
支
配
構
造

の
克
服

、
帥

ち

従
来

の
個

人
的

支

配
關

係

が
、
非
個

人

的
な
国

家
理
性

の
理
念

へ
方

向

付
け
ら

れ
た
政

治
的
椹

力

に
因

り
排
除

さ

れ

て
居

る
。

そ
う

で
あ
る
か

ら

し

て
、
吾
人

は

こ
の
政
治
的

形
象
内

に
於

て
合

理
的
財
政

の

最
初

の
表

現
を
求

め
る
こ
と
を
得

る
。

上

述

の
如
き
意
義

を
有
す

る
中
世
都

市

の
財
政
を
.ぱ
、

イ

エ

中

世

の

都

市

財

政

の

ヒ
ト
氏

の
著
書
に
基
き
適
宜

の
分
類
を
施
し
て
次

に
叙
述
す
る

こ
と
』
す

る
。
斯
く
す

る
こ
と
は
、
現
代
の
所
謂
合
理
的
財
政

の
了
解

に
資
す
る
所
以
と
思
考
す
る
か
ら
で
あ
る
。

、
中
世
都
市
の
類
型

中

世

に
於

て

は

、
「
都

市

」
な

る
名

.稽

を

有

し

て
居

た
政

治

的

共

同

膿

は

、
其

れ

の
経

済

的

構

造

か

ら

す

る
も

、

將

又

其

れ

の

政

治

的

杜

會

的

構

造

か

ら

す

る
も

、
統

}
的

性

格

を

有

す

る

形

誕

幽'
一f

隻

ノ
ρ
一1』b口U馬

ノ
F
冒踵一4
に

、
⊃
.戸
」0

多
[芝

に
「一㌃
1

て
F上ノ王
一」

て
垣

涜

力

!
一ブ

共

の
頃

の
都

市

は

、

経
濟

的

に
言

ふ

と

、

自

足

自
給

経

済

を

ド

ル
フ

ば

支
配
的

に
螢

ん

で
居

る
廣

大
な

村
落

と
何
等
異

な

る
も

の
を

見

な
か

っ
た

と

い
ふ
。ヒ
ユ
ヘ
ル
の
意
見

、
並

に
杜
會
學

的

に
言

ふ
と
、
「,
共
同
肚
會
」
の
典
型
的
諸

特
徴

を
有
す

る
形
象

に
他
な

ら
な

か

っ
た
と

す

る

テ

ン
ニ
ー

ス
の
見
解

も

、
正
鵠
を
失

せ
る

も

の
で
あ

る
。
尚

ほ
又

中
世

都
市

に
は
差

別
な

く
資
本
キ
義

の

蛮
端

及
び
肚
會

的

、
政

治
的
生
活

の
「
利
益
肚

會
的
」
構
造

の
先

駆
を
磯

見
し
得

る
と
信
ず

る
テ

ン

ニ
ー

ス
の
見
解

と

は
針

立
す

●

る
主
張

も
骨
四
を

得

て
居

な

い

(
是
の
主
張

の
代
表
者
は
就
中
憲
法
史

第
三
十
=
一巻

九
三
一二

第
占ハ
輔
助

一
四
七
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中

世

の

都

市

財

政

家

ザ

ン
ーア
ル
氏

で
あ

る
)
。

オ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト

中
世
乃

至

近
世
初
頭

に
於

て
、
都
市
(都
市
制
度
を
有
す
る
小
色
)

と
構

せ
ら

れ
た

る
政
治

的
共
同
艦

は
、
事
實

上
極

め

て
種

々
な

経

済

的
構
造

を
有

し

て
居

た
。

い
ま

、
其

の
當
時

都
市

と
名

付

け
ら

れ
た

も

の
を

ぽ

、
軍

に
最

も

重
要

な
経
済

的
類

型
よ
り
匝

介

す

れ
ば
、
純
粋

な
農

民
都
市

(「〔量

o

>
n
}鳶

[)葺
αq
。
翼
紮
鼻
。)
、

地

方
的

に
結
合

し
た
販
費
旺
域

を
有

す

る
工
業
都

市

(Ω
。
"。
子
-

2
藁
舞
o
)
(
工
業

的
内
地
都
市

)
、
喩
出

工
業
都

市

(国
。
壱
o
;
鴨
・

≦
①
「げ
窃
籔
舞
Φ
)
及

び
商
業

都
市

(記
馨
(互
。。
。。[鋤
臼
①
)
と
な

る
。
斯

様

に
種

々
な
経
済
構

造

を
中

世
都

市

は
有

し

て
居

た
と
同

様

に
、

都
市

肚
會

の
共
同

生
活

の
仕
方

に
も

、
未

だ
分
解

す

る
に
至
ら

ク
ラ
ツ
セ
ン

な
い
世
襲
制
度
を
有
す

る
共
同
祀
會
か
ら
し
て
、
階
級
に
分
裂

し
た
「
市
民
肚
會
」
に
至

る
.迄

の
極
め
て
多
数

の
多
様
性
が
存
し

て
居

た
。

上
述

の
経
済
的
並
に
肚
會
的
多
様
性

の
形
成
は
特
に
重
要
で

あ
る
、
蓋
し
都
市
た
る
團
禮
経
済
の
仕
方
の
重
要
な
相
異
が
、

凡
ゆ
る
経
済
的
並
に
計
會
的
生
活
と
緊
密
な
照
慮
を
呈
す
る
か

ら
で
あ
る
。

第
三
十
三
巻

九
三
四

第
六
號

一
四
八

二
、
合
理
的
財
政

へ
の
崩
芽

.

展
開
さ
れ
た
市
場
経
済
並
に
或

る
程
度
に
於
け
る
合
理
的
行

政
を
有
す
る
都
市

に
於
て
の
み
、
財
政
の
新
ら
し
き
形
態
(合
理

的
財
政
)
が
成
育
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
か

」
る
成
育
可
能

の
條
件
が
、
中
世
都
市

の
類
型
に
於

て
如
何
に
表
現
さ
れ
て
居

る
か
を
次
rに

}
督

し
よ
う
。

農
民
都
市
が
、
法
律
上
都
市
支
配
者
の
有
し
て
居
た
土
地
領

有
罐

及
び
裁
判
懐
に
野
し

て
、
自
治
的
團
艦
性
格
を
獲
得
し
.
.

從
っ
て
自
立
的
團
盟
経
済

の
地
位
を
扁
ち
得
た
時
に
於

て
す
ら
、

.

族
長
的
財
政
な

る
従
来

の
形
態
は
、
本
質
上
依
然
と
し
て
残
存

し
て
居
た
。
而
し
て
財
政

の
重
鮎
は
、
戦
役
、
警
備
及
び
僅
妙

な
行
政
的
活
動
に
於

て
の
人
民

の
直
接
的
且

つ
個
人
的
寄
與
に

あ
っ
た
。
ま
た
是

の
農
民
都
市
に
於

て
も
租
税
は
存

し
て
居
た

が
、其
の
種
類

に
於

て
は
田
舎

(℃
葺
[①
ピ
碧
〔ご

の
租
税
と
相
異

す
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
是

の
租
税
は
全
然
住
民
の
主
要
生

活
資
料
の
根
源
と
し
て
の
農
業
上

の
牧
釜
に
結
合
し
た
種

々
な

レ
　
ア
ル
ヲ
ス
ト

地
上
負

澹

で
あ

っ
た
。
(
註

一
)
.

・)Bu・he・,T・ ・mi・ ・,P.Sand・ ・ 氏 の 読 に 封 ず・る 」。cht氏 の 批 判 は ・ …欠 り ∫echし

氏 の 論 三文 参 照.
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(
註

口
)

殆
ん
ど
凡
ゆ

る
都

市

は
、
本
源
的

に
は
農

民
都
市

と
何
等

異
な
る

も

の
で
な
か

っ
た

か
ら
し

て
、
都
市
財
政

は
其

の
初

め
に

於

て
は
、

一
般

に
周
全
自
の
財
政

と
毫

も
相
去

る
と

ζ
ろ
は

な
か

っ

た
。

十

三
世
紀

の
後
半

に
至
る
迄
、
動

産
的
所
有

(冨
壽

讐

畠
。

昌
助
言
)
の
課

税

と

い
ふ
現
象

は
存

せ
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

=

一
八

一
年

草
導
畠
9
σ
ロ
轟

内

の
都
市

は
、
田
舎

と
同
様

に
既

別

(
土
地

の
面
積

に
よ
り
課

す
る
)

(畠
8

,
乙
①寡
o
甲
H「篤
o諺
【①
=Φ
「)
を

支
彿

ふ
て
居
た
。

次

に

手

工
業

は

、
都

市

経

済

の
支

配

的

形

態

で

は

あ

つ
疫

が

、

し

か

し

尚

ほ

未

だ
賃

銀

勢

働

の
歌

態

へ
展

開

さ

れ
す

、

從

っ

て

k

匹
見
こ
△
、
ご
友

人
晒
」
噂
ノ
ご
トロ
目
釘
厨

寸「
こ

」ム
)

【
噛己
コ
.ζ
o

冒

ノ
コ

ー
ノ
肩

『

方

一
雀

づ
幽
ζ
一

「
一「
±
イ
逼

ん
ノ
レ

　」
ノ

「
[」布
」/

「目
!

「

プ
ラ
イ
ス
ウ

エ
ル
ク

代
償
仕
事
と
し

て
の
手

工
業
も
亦
、
螢
利
的
企
業
會
計
と
家
庭

會
計
と
が
密
着

し
て
、
凡
ゆ
る
徹
底
し
た
合
理
的
経
済

の
基
礎

を
訣

い
で
居
た
。
た

冒
伊
太
利

の
都
市
と
及
び
猫
逸
國
内
の
極

く
少
数

の
大
輸
出

工
業
都
市
並
に
商
業
都
市
に
於

て
の
み
、
合

理
的
財
政

へ
の

「
暦

の
展
開
が
あ
っ
た

の
み
で
あ
る
。

最
後

に
、
所
謂
工
業
的
内
地
都
市
の
経
済
生
活
は
、
市
場
経

済
的
勢

力
の
侵
入
に
因

っ
て
凱

に
傳
統

的
な
牲
活
基
礎

が
動
揺

し
た
が
、
し
か
し
倫
ほ
未
だ
慣
習
の
灌
威
と
、
経
済
者

の
個
人

的
束
縛

と
が
保
護
さ
れ
て
居
た

の
で
、
財
政
に
於

て
も
亦
、
古

中

世

の

都

市

財

政

き
族
長
的

財
政

と
新

ら
し

き
官

僚
的
財

政

と
が
、
著

し
く
相
交

錯

し

て
居

た
。

(イ
)
都

市
主
構

の
構
造

吾
人

は

、
官
僚

的
財
政

、
帥

ち

合

理
的

財
政
形
成

へ
の
可

能
に
射

し

て
、
先
づ
都

市
主
罐

の
構

造

が
役
立

つ

の
を
識

る
。
合
議
制

参
事
會

と
し

て

の
都

市
屯
罐

の
構
成

は
、
支
配
者

個
人

に
依
属
す

る
こ
と
な

き
團
艦

罐

力

の

性
格

を
既

忙
明
白

に
表

現
し

て
居

る
。

し
か
し
な

が
ら

、
都

市

オ

ロぐ
　
　　ヨ
ぞ
ド
ムロ

メ
コ
　

ヨ
ロ
ト
ド　
モ

ロ
へ
し
　ト
デ
ぐ

ド
ロ
コ
こヒ
し
ロ

貝

璋

¢
齢
選
榮

と
L

て
¢
疹

專
毬
長

は

冠
括
役

瀬

の
諸
君

に

因

っ
て
、
自
分
自
身

の
需
要
充

足

の
手

段
を
都
市

に
納

付
せ
な

け

れ
ば
な
ら

な

い
の
で
、
都
市

の
家
計

管

理
に
於

て
、
需
要
配

分

の
問

題

は
、
彼
等

参
事
會
員

に
と

っ

て
は

、
切
實
な

利
害

の

問

題

で
あ

っ
た
。
次

に
都
市

有

力
者

の
合

議
統

治

、
就

中
参
事

會

の
構

成

の
方

法
が

、
専
制

的
か
或

は

組
合
的

か
両
者
何
れ

か

の
性
格

で
あ
り

し

こ
と

は
、
都

市
家

計

の
形
成

に

と
り

て
影
響

を
齎
ら

す

こ
と
大

で
あ

っ
た
。

抑

々
、
都
市

公
共
團

艦

は
、
本
源

的

に
言

ふ
と

、

「
定

の
地

域

に
住

め

る
人

々
に
射

し
て
の
支
配

的
魔
外
罐

を

有
す

る
地
域

團

膿

で
は
無
く

つ
て
、
市
民

の
個
人
的
團

艦

で
あ

る
。
都
市

公

募

三
十
三
巻

九
三
五

第
六
號

一
四
九

1)Mo口,ZurGeschichセedeτVermδgensstαrlllm,S.69.

よ り 引 用)

(Jecht・a.a.O.s.124.



中

世

の

都

市

財

政

楽
園
燈

へ
の
加
入
は
,
「
に
市
民
権

の
特
殊
な
獲
得
に
依
存

し
て

居
た
。
就
中
手
段
調
達
に
於

て
は
、
強

い
族
長
的
加
味
が
、
釜

の

々
以

て
是

の
個
人
的
に
色
彩
ら

れ
た
支
配
關
係

に
結
合
し

て
居

た
。
久
し
き
歳
月

の
問
、
市
民
は
、
都
市
に
封
し
て
個
人
的
寄

與
、
職
役
、
警
備
、
築
城

の
霧

に
服
せ
し
め
ら

れ
・
ま
た
都

一
畳

ひ

ロ
　

　

　

コ

ド

ヒ
コ

琵

の
名
撒
事
務

を
携
…當

す

る
義
務

を
負

は

さ

れ
て
居

た
。

そ
し

頭、
、
か

』
ゑ

霧

は

、
多

く

の
都

市

に
於

て
實

に
刑

罰

に
よ

る

みし

ほ

コい

　
ユ
ロ

菱

瞳

て
朋
紬

・旨

洩
…
化

四
.㎞
-㌃

…こ

う

ドリ
…
㍉
/
甲訓

門り

」

馴
.
一

「

上
「

`

ズ

7

兀

プ

σ

F一

護
.
,
.く

有

給

官

吏

制

度

は

、

都

市

行

政

の

内

部

で

は

概

し

て

尚

ほ

未

だ
廣
く
行
は
れ
て
居
な
か

っ
た
。
し
か
し
鋸

國

で
は
・
藁

履
と
し

て
活
動
す

る
合
議
制
参
事
會
以
外

に
特
に
都
市
書
記
局

(・。
。節
・岸
、。
ゴ
.。
…げ
①『冨

・・豊

が

、
全

行

政

に

と

っ

て
決

定

的

な

役

所

と
な

る
に
至
っ
た
。
ま
た
伊
太
利

で
は
既
に
比
較
的
早
い
時
代

か
ら
し
て
、
市
長

は
有
給

官
吏
で
あ
っ
た

の
を
吾
人
は
看

る
。

(
ロ
)
、
戦
争
制
度

都
市

の
内
部
行
政
と
は
反
封
に
、
都

市
の
職
宰
制
度
に
は
、
夙

に
團
鐙
需
要
の
市
場
的
充
當
な
る
合

理
的
財
政

の
土
塁
が
實
現
し
て
居

た
。
都
市

の
傭
兵
制
度

の
淵

源
は
、
既
に
地
主

の
草
除
が
未
だ
本
質
上
知
行
に
基

い
て
居
た

第
三
+
三
春

九
三
六

第
六
號

一
五
〇

時
代

に
あ
る
。
該
制
度

の
獲
生
原
因
ぱ
、

一
面
戦
　サ
技
術

の
麺

化
に
あ
り
、
他
面
産
業
生
活
に
従
事
す
る
市
民
の
不
可
訣
性

の

漸
増

で
あ
る
。
當
時
軍
隊

の
費
用
、
警
備

の
支
出
が
、
往

々
都

市
家
計

の
大
部
分
を
占
め
て
居
た
。
若
し
吾
人
が
市
民
皆
兵
か

ら
し
て
傭
兵

へ
の
軍
隊
組
織

の
攣
遷

の
裡
に
、
都
市
財
政

の
支

配
的
な
市
場
経
済
的
形
成

へ
の
移
行
に
封
ず
る
固
有
動
因
を
認

蹴
る
と
す

る
も
、
そ
は
決
し

て
誤

れ
る
と
こ
ろ
で
は
嚥

酒
。

三
、
租

税

制

度

前
述
せ
る
如
く
、
都
市
財
政
が
傭
兵
制
度
を
契
機
と
し
て
市

場
経
濟
的
形
成

へ
移
行
し
た
と
い
ふ
こ
と
の
反
面
に
は
、
都
市

維
濟
生
活
内

の
交
換
關
係
の
焚
展
を
意
味

す
る
も

の
で
あ
る
。

常
時
凡
ゆ

る
大
都
市

の
牧
人
経
済
は
、
貨
幣
的
課
徴
に
圭
と
し

て
基

い
て
居
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
既

に
市
場
交
通
が
か
な
り
肢

節
園
に
及
ん
、で
居
た
と
い
ふ
謹
明
で
あ
る
と
言
ひ
得
る
。
而
し

て
勿
論
都
市

の
租
税
制
度
は
、
そ

の
形
成

に
於
て
、
経
濟
生
活

が
從
來

の
自
足
自
給
維
濟
的
基
礎
を
解
滑

し
初
め
た
と

い
ふ
事

實
か
ら
し
て
の
み
了
解

し
得

る
夥
多

の
特
徴
を
示
し

て
居
る
。



だ
が
交
換
關
係
を
通
じ
て
の
財
政
に
於
け

る
合
理
的
浸
透

は
徹

底
し
な
か
っ
た
。
特
に
殆
ん
ど
尠
く
と
も
中
世
期
の
猫
逸
都
市

で
は
、
経
濟

の
計
算
的
形
成
の
最
も
重
要
な
前
提
、
即
ち
産
業

と
家
計

の
分
離
が
.
訣
如
し
て
居
た
。
か
く
て
生
産

の
大
部
分
.

は
、
爾
ほ
未
だ
直
接
的
に
生
直
者
自
身

の
需
要
に
充
で
ら

れ
て

居

た
か
ら
し

て
、
或

る

「
定
の
年
月
を
経
過
す
る
迄
は
、
虚
分
.

模

の
増
加
に
射
す

る
計
量
的
表
現
は
不
可
能
で
あ

っ
た
、
即
ち

所
得

の
事
實
と
分
離
し

て
、
所
得
自
髄
を
捕
捉
す
る
こ
と
は
難

事

で
あ
っ
た
。
こ
の
事
態

の
裡
に
、
就
、中
後
代

の
意
味
で
の
所

得
税
は
、
都
市

に
は
未
だ
知
ら
れ
て
居
な
か
っ
た
と
い
ふ
事
實

の
基
礎
が
包
藏
さ
れ
て
居

る
。

(イ
)
所
得
及
財
産
混
合
税

・((げ
㏄
脇鼠
舞
尻
。}お

Ω
窃
。}6
器
)
後

代

の
所
得
税
と
先
づ
第

}
に
比
較
し
得

る
租
税
、
帥
ち
都
市

の

O
§

}・霧

は
、
所
得
部
分
と
財
産
部
分
と
を
相
互
に
分
離

せ
す

に
課
税

す

る
。
(
是
の
税
に
就
て
は
ビ

ユ
ヘ
ル
の
賞
讃
的
研
究
及
其
他

助

の
文
献
参
照
)

今

や
初
ま
り

つ
Σ
あ
る
購
買
性

及
び
経
済
的
評
償

の
是

の
時

代

に
於
て
、

}
般

に
凡
ゆ
る
種
類

の
租
税
客
盟
に
就
て
の
経
済

中

世

の

都

市

財

政

者

の
庭
分
構

を

ぱ
、
唯

一
の
公
分

母

に
齎

ら
す
と

い
ふ
こ
と
は

r

コ

ヨ

既

に
課
税
上

「
進
歩
を
意
味
す
る
。
言
ふ
迄
も
な
く
人
は
、
最

噂

醜
」

　

サ

　

　

り

　
ノ

初
、
課
税
を
な
す
に
當
り
統

「
的
仕
方

で
全
虚
分
椴
を
捕
捉
す

間

口

91

　
ヱ

む

コ
ヒ

き

と
無
し
に
、
ぞ

議

的
租
馨

聾

個
・
別
々
に
捉
え

謂

蹴

㎜

註

1

て
居
た

。
是

の
課
税

方
法
は

、
各
都

市

に
於

て
久

し
き
に

亘

つ

・

M

叫

g

n

む

　

ロ

　

　

て
存

し

て
居

た
。
(
フ
ラ
・
ク
引

で
は
+
毒

紀
末
造
存
す
〉
.

㎞

.…
灘

エ

　

コ

ロ

む

いリ

レ畑
痛
壌

=
湧
選

援

、喋
縷
縷
冨

轄

オ

一,
、
.1,
ε

し

詫

こ

と

力

凌

/
.
オ

ζ

¢

こ

と

口

覆

鴫

芳

だ

親

㎜

開明
V

12

市
の
経
済
的
蕃

が
、
害

し
て
自
足
自
給
的
需
要
奮

で
・

讐

騰

り
、
市
場
経
済
は
た

穿
補
充
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
奮
味
す

馳

甑
㎞
a

　

ヨ

わ

コ

　ユ

じ

　

ロ
　

の

る
。
で
あ
る
か
ら
し
て
、市
場
経
済
が
或
程
度
に
展
開
し
旋
都
市
、
曲
癬
融
働
凪

ど

　

　

例

へ
ば
猫
逸

の
工
業
的
内
地
都
市
、
仲
継
貿
易
を
生
命
と
す
る

漁
凪
砥
肱
巽

・
・
ザ
同
盟
の
浩
岸
都
市
淫

・
動
磨

就
て
の
こ
の
墓

の

灘

朧

課
税
の
記
讐

毫
善

.
・
・
で
・
・
課
税
を
な
す
・
嘗

繕

瀦

　
フ

　

て
、
各
経
響

の
羅

を
ば
最
も
人
な
る規
模
で
捕
捉
す
る
轍

鴇

難

論

腫

醜
鶴

群
無

縫
鞍

魏

皿
謝
跳

⇒

切

る
と
言

ひ
得

る
。

第

三
十
三
巻

九
三
七

第
六
號

一
五

一



中

世

の

都

市

財

政

(
ハ
)
財
産
視

財
産
視

の
出
現
は
、
正
に
浸
透
し
つ
曳
あ

る
都
市

の
交
換
経
済
の
下
に
、
凡
ゆ
る
経
濟
關
係
を
ぱ
評
償
的

に
透
徹
さ
す

こ
と
が
可
能
な
ら
し
め
た
も

の
で
あ
る
。
だ
が
財

産
で
以

て
現
實
的
に
納
税
義
務
者

の
経
濟
的
虞
分
権

が
、
計
量

さ
れ
る
こ
と
に
封
ず

る
前
提
は
、
市
場
経
済
的
交
錯

の

[
暦
の

嚢
展
と
共

に
愈
々
益

々
嚢
響

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
運
命

に
當

画

せ
ぎ

る
を
得

な
か

っ
た
。

こ

の
前
提

は
、
経
濟

的
冨

の
軍
鮎

Ψ、
・
一隔壁

「P監
事腫亀・一
一
、団

「
』

」

幽
1「
1

}、、
。.蹄
、
)
存

す

る
限

り

に
於

て
遮
中

す

る
。
實

に
そ

の
限

り

に
於

て
、
評
償

的
軍
位

と
し

て
捕
捉

さ

れ
る
「
財
産
」
は

、
経
済

的

能

力

に
封
し

有
用
な
標
準

と
し

て
役
立

つ
。

こ

れ
に

反
し

て
、
商

業

利
潤

及

び
自
己

の
勢
働
を

ぱ
市

場
的

な
償
値

に
換
算

す

る
こ

と

か
ら

す

る
庭
分

構

の
増
加
が

、
経

済
力

の
古

き
根
源

と

並
立

し

て
、
或

は

そ
れ
以
上

に
現
は

る

れ
ば
現

は

れ
る
程
公

的
需
要

充
當

の
手
段

と
し

て
、
財

産

に
慮

じ

て
課
税
す

る
と

い
ふ
こ
と

は

、

一
暦

不
充
分

と
な

る
に
至

る
。
實

に

、
経
済

生
活

の
新
情

勢

に
適
合

す

る
も

の
と
解

さ

れ
て
居

た
こ

の
財

産
税

は
、
前
掲

の
根
本

的

な
不
充
分
性
を

ぱ
決

し

て
克

服
す

る
を
得

な
か

っ
た

第
三
十
三
巻

九
三
八

第
六
號

一
五
二

の
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
に
起

つ
た
租
税

の
減
牧
と
、
そ
し
て

「
前
納
租
税
」

〔<
9
。自警
o
ω。。)
の
徴
牧
が

「
層
摘
大
す
る
こ
と
を

以
て
し
て
も
、
勢
働

の
市
場
的
牧
谷

の
精

密
な
捕
捉
に
導
く
を

得
な
か

っ
た
し
、
ま
た
財
産
に
封
ず
る
高
率

の
課
税
は
、
商
業

利
潤

の
課
税

に
道
7く
を
得
な
か

っ
た
。

(
晶
)浦
　費
税

経
済
生
活
の
市
場
的
形
成

に
件
ふ
て
財
産

税
が
不
充
分
性
を
増
大
し
た
こ
と
、
他
面
所
得

に
慮
じ

て
課
税

す
7
、に
塾
し

て
の
誹
條
件

の
缺
乏
は
、
正
に
展
開
さ
れ
た
商

工

業
を
有
す
る
諸
都
市

の
財
政
牧
人
を
し
て
、
溝
費
に
就

て
の
課

税

の
櫃
大
を
來
さ
し
め
た
。
此

の
時
代

で
は
、
市
場
経
済
的
所

得

の
統

一
的
捕
捉
は
、
未
だ
不
可
能
で
あ

っ
た
と
す
る
も
、
各

人
の
庵
分
権

(購
買
力
)
が
市
場

で
の
需
要
充
當

の
各
行
爲

に
現

は
れ
る
場
合
に
は
既
に
喰
入
る
こ
と
が
出
來

る
。
事
實
中
世

の

最
も
重
要
な
諸
都
市

で
は
、
消
費
税

(〉
罫
話
邑
。・[魯
①こ

の
牧

人
が
、
全
牧
人
膿
系

の
主
要
部
分
と
な
る
に
至

る
程
度

に
嚢
展

せ
し
め
ら
れ
て
居
た
。實
に
是

の
消
費
税

の
獲
展
は
、従
来

の
財

産
税
を
完
全

に
慶
止
す
る
都
市
を
生
す

る
に
至
っ
た
。
例

へ
ば

閑
へ昌
昌

で
は

=
二
七

「
年
以
来
、
U
口
開ω薯
弱

で
は

「
四
〇
六
年



以
来

、

伊

の

Ω
窪

岳

は

一
四
八
九

年
以
來

財
産
税

は
屡
止

せ

ら

れ

る
に
至

っ
た
。
是

の
形

成

に
際

し

て
勿
論

ま
た
政
治
的

影

響

が
、
即

ち
都

市

滲
事
會
員

た

る
財
産

所
有

の
門

地

の
支

配
が

、

財

産
祝

慶

止

に
重
大

な
役
割
を
演

を
じ

た
と

こ
は
拒

め
な

い
。

例

へ
ば

内
α
ヨ

に
於
け

る
財

産
税

の
曖
止

は
、
直
接

に
門
地

支

配

に
基

い

て
居

る
。

公
的
手
段

調
達

の
重
鮎

が
、
消

費

の
課
税

に
置
き

換

え
ら

れ

た

こ
と
は

、
就

中
、

生
活

に
須
婆
な
需

要
財

貨

の
課
税

が
問
題

L
一」工
τ
f

'↑出
5
口王
、

一
謀
判変

忌
地
箭
唖

)

一
一ノ
』
」
窺
も
.一目
[
一拒F
髄

}

こ
聾ノ
躍

5
胴/
.ノ
.窄

…
無
ろ竃
'-
隆

雇

フ
.
…
プ

酌
量
.捷

収
臓
司
り∴
〆ヘ

ロ

　
コ
　
へ

　

コ
し

　

ト

コ

ド
　

コ

　

ロ

こ
と

を
慧
呵

す

る
、
斯
く

て
、
漸

ら
し

い
消
費
税

(く
2
げ
「嵩
9

。。湾
①
口
①
「)

の
採

用

に
際

し

て
は

、
貴
族

的
都
市

主
罐

に
反
抗

す

る
組
合
職

工
群

の

一
揆

が
極

め

て
屡

々
蜂
起

し
た
。

四
、
公

債

牧

人

團
艦
経
済

の
特
性
が
、
如
何
に
力
張
く
経
済
生
活

の
全
構
造

に
因

っ
て
規
定
せ
ら
れ
る
か
と
い
ふ
こ
と
は
、
特

に
公
債
の
形

成

に
際

し
て
明
白
に
現
は
れ
る
。
信
用
其
れ
自
禮
た
る
事
實
、

帥
ち
後
日
で
の
反
封
給

付
要
求
標

の
委
任
は
、
貨
幣
評
贋
的
市

中
・

層…世

の

都

市

財

政

揚
経
済
内
で
初

め
て
人
な
る
意
義
を
有
し
得

る
。實

に
、経
済
的

領
域

に
於
け
る
評
.償
が
、
全
経
済
的
行
動
を
浸
透
す

る
に
至

っ

て
初
め
て
、
公
債
は
從
來
給

付
と
反
封
給
付
の
統

[
的
評
償

の

不
可
能

の
た
め
に
狭
小
で
あ

っ
た
限
界
を
飛
躍
す

る
に
至

っ
た
。

常
時
都
市
の
起
債
目
的
は
、
第

「
に
戦
費

の
支
辨

で
あ
っ
た
。

そ
し
て
屡

々
其
他

の
臨
時
費
支
彿

の
た
め
に
も
起
債

さ
れ
た
が
、

伊
太
利
以
外
の
諸
都
市
で
は
、
所
謂
生
産
事
業

の
た
め
の
公
債

は
拝
せ
な
交

、
た
。
伊
太
利
で
は
、
都
市
自
燈
が
企
業
を
ば
公

仁

染

フ

択

よ

ケ

マ
艇

馨

し

£

て

一
徹

刃

企

業

と

勲
胤
争

を

娼勺
っ

て
居

π

。

か

エ

る
企

業

公
債

に

は

、
澹

保

を

必
要

と

し

、
時

に

、

債

愉惟
者

の
堂
一中

に
流

れ
込

む

こ

と
も

濡

れ

で

は

無

か

っ
た
。

是

の
種

の
債

罐

者

は

、

Ω
9

岳

の
例

が

示

す
檬

に

、
都

市

の
借

入

し　アロ
　
お

ロ　へし
ユく
ロ
ロヒマコ
う
へし
　
し

ロ
ロ

コ

査

¢
拐

万

亘

は
住

捗

を
匪

止

す

る
程

に
勢

力

を

逞

し

く

す

る

に

至

っ
た

。

五
、
財

務

行

政

.

中
世

の
都
市
團
禮
経
済
は
、
凡
ゆ
る
合
理
的
獲
展
を
な
し
た

に
不
拘
、
時
代
の
全
経
済
的
生
活
は
過
渡
的
な

る
も
の
で
あ
っ

第
三
十
三
巻

九
三
九

第
六
號

一
五
三



中

世

の

都

市

財

政

た
か

ら

し

て
、

こ

の
過
渡

的
特
色

は

、
財
務

行
政

の
方
法

並

に

租
税

徴
牧

の
技
術

の
内

に
明

か
に

反
映

さ

れ

て
居

る
。

こ

の
時

代

の
特
色

は

、
統

一
的
な
家

計

々
算

(=
き
。。
田
葺
。
穿

豊
駐

の

缺

如

で
あ

る
。
「
国
庫
統

一
の
原

理
」

(こ
ぎ
.ヨ
N
弓
ω
ユ
o
「
3
す

亭

。・∩
『
窪

国
器
。。窪
魯
き
。
詳
..)
の
無

音
こ
」
と
は

、
中
世
都
市
會

計

の

顯
…著

な
特

徴

で
あ

る
、
尠

く

と
も
猫
逸

に
關
す

る
限
り

は
然

リ

ネ
ロ
　　
ロラ
　

ドド
ま

　
ヒか　
リ

ギ
しじ
ヒ

ぬ

ら
もく
ケ
しド

　レアリドド

ノ
ヘ
リセ
アじユ

て
茨
.♪
・

垂
婁

¢
肇
兄
至

善
14
睦

　
握
養

　　両
と
立
菊

L

孕

漕E

衙

の
會
計

は
、
寄
附
財
團

の
設

立

に
因

っ
て
濁
世
化

せ
し

め
ん

と
の
努

力
が

行
は

れ

て
居

た
。

そ
し

て
各

官
衙

は
、
自
分

の
官

吏

を
負
…謄
せ

な
け

れ
ば
な
ら

ぬ
と

い
ふ
原
則

に
矩

っ
て
居

た

の

で
、
手
敷

料
制
度

は
人
な

る
意
義

を
有

し

て
居
た

。
し
か

し
牧

人

の
動
揺

恒
な

く
、
時

に
は
寄
進

に
よ

る
彌
縫
、
或

は
有
給
官

吏

の
馘
首

を
行

ふ
等

、
と
か
く
意
識

的

に
合
理
的

な
家
計
途

行

を
圓

滑

に
な

す
を
得

な
か

っ
た

。

是

れ
と
は

反
封

に
、
伊

太
利

に
於

け

る
牧
人

の
恒
常
性

が
、

往

々
租
税
請
負
制

度

に
よ
り

齎
ら
さ

れ
た
事

は

「
の
進
歩

を
意

味
す

る
。
奇
妙

に
聞

え
る
で
あ
ろ
う

が
、
吾
人

は
租
税
請
負

制

度

を
ぱ

、
正
さ
し
く

豫
算
経
濟

(切
鼠

09
Φ
箸
置
ω畠
罫

)
の
磯
端

第
三
+
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九
四
〇
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六
號

一
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四

と
名

付
け

る

こ
と
が
出
來

る
。
後
代

に
於

て
は

、
即

ち
政

治
團

罷

が

一
つ
の
意
識
的

な
合

理
的
形
象

と
な

る
に
至

っ
た
後

に
於

て
は
、
時
代

遅

れ
、

反
動

的
と
考

え
ざ

る
を
得

な

い
租
税
請
負

制

度

も

、
前
官
僚

的
都
市

共
同
艦

の
埒

内

で
は
、
疑

ひ
も

無
く

合

理
化
途
上

へ
の

一
進

歩
を
意
味

す

る
。

こ

の
こ
と
は
、
次

の

こ
と

を
想
起

す

る

こ
と
に
よ

っ

て
充
分

了
解

せ
ら

れ

る
で

あ
ろ

う
。
即
ち

個

々

の
も

の
は
、
歴

史
的
形

象

の
全
聯
關

か
ら

し

て

の
み

、
其

の
時

々

の
意
味

を
獲

得
す

る
と

い
ふ
こ
と
を
。

結

目

上
述

せ

る
と
こ
ろ

に
よ
り

て
、
確

認

せ
ら

れ
得

る
こ
と

は
,

「
中
世

の
都
市
財

政

に
於

て
は
、
古

き

も

の
も
新

ら
し
き

も

の
も

倫

ほ
未

だ
取
換

え
ら

れ
す
に
並
存

し

て
居

る
移

行
現
象

の
典

型

的
な
像

で
あ

る
み
こ
。

(
六
一

十
一
二
二
)


